
 

 

 

ベートーヴェン  

ピアノ・ソナタ「悲愴」「月光」「熱情」 

ショパン・グレイテスト・ヒッツ～珠玉の名曲

ショパン 

4 つのスケルツォ／ピアノ・ソナタ第 3 番

クシシュトフ・ヤブウォンスキ 特集 

ショパンの祖国ポーランド 魂の響き 
これぞ究極のオール・ショパン・プログラム！ 
 
第 11 回ショパン国際ピアノコンクール第 3 位受賞の 
世界的なピアニスト クシシュトフ・ヤブウォンスキが奏でる
これ以上ないほど贅沢なプログラム！ 

２３年ぶりの高松公演、どうぞ お聴き逃しなく！ 

ショパン ピアノ協奏

曲

 

 

 

 

 

 

 

ヤブウォンスキさん 
 ようこそ 高松へ 

ショパン ピアノ小品

集

ポーランドが⽣んだヴィルトゥオーゾ。 
第 11 回ショパン国際ピアノコンクール第３位。第 15 回ショパ
ン国際ピアノコンクール最年少審査員。フレデリック･ショパン
⾳楽院（ワルシャワ⾳楽院）教授。1965 年ポーランドのヴロ
ツワフ⽣まれ。彼の演奏は、ポーランドの伝統をふまえた上に、
繊細かつ雄⼤な独⾃の⾳楽世界を展開するものであり、世界各
国でコンサートピアニストとして⾼い評価を受けている。 
またヤシンスキ教授の薫陶を受けたその指導は、 
⾳楽に対する敬虔で真摯な厳しさの中にも、 
⼈間的な暖かさ･誠実さが常に感じられ、 
教育者としての活動の場を拡げている。 
現在カナダのカルガリーに在住。 
 
 
*ヒレカツ(来⽇の際は必ず⾷べる) 
*しゃぶしゃぶ 
*回転寿司のガリを全部⾷べてお代わりする 
*スターバックスのカフェラテ+ブラウンシュガー＆マカデミ
アナッツクッキー

ヤブウォンスキさんってどんな人！？

ＣＤのご紹介 

こんにちは
Dzień dobry 
ジェン・ドブリィ 
こんばんは 
Dobry wieczór 
ドブリィ・ヴィエチュル 
さようなら 
Do widzenia 
ド・ヴィゼーニャ 
お会いできて嬉しいです 
Miło mi poznać 
ミウォ・ミ・ポズナチ 

ありがとう 
Dziękuję 
ジェンクイエン 
素晴らしい！ 
Super 
スーペル 
はじめまして 
Miło mi 
ミウォ・ミ 

Youtube 
 ショパンコンクール‘８５ 

～若き挑戦者たちの２０日間～より 
 

出演者たちの舞台裏を取材したＮＨＫ特集。 
２０歳のヤブウォンスキは優勝候補の一人でした。 
右の映像は２１分過ぎから見ることができます。 
その当時、２年前にローンで買ったグランドピアノだそうです
が、私たちが見たことのない半円形で妙な形のピアノ。なんて
ひどい音だろう！と笑いながら話すヤブウォンスキがとても印
象的です。この映像がきっかけで日本のＫＡＷＡＩとつながり
ができたそうです。皆さんもぜひご覧ください！ 

【ヤブウォンスキ氏によるショパンコンクール in アジア  

プロフェッショナル部門アジア大会表彰式でのスピーチ(抜

粋) 】 
 
私達審査員は、音楽を通して語りかけ、自分の感情を表現す
る演奏を聴きたいのです。アマチュアであってもプロであっ
ても共通していなければならないのは、何よりも「音楽に対
する情熱」です。 
アメリカ人のジャーナリスト、クリス・ヘッジズは「私たち
の教育の目的はキャリア形成のためでなく、自らの頭で考え
られる人間を育てることだ」と書いています。これは私たち
の状況にも当てはまるでしょう。ピアノを演奏するにあたり、
「どうすればピアニストとして成功するか」ということを考
えているだけでは、ピアノを弾くことが単なる労働となり、
私たちにとって一番大切にしなければならない「喜びを持っ
て音楽を作る」ということがおろそかになってしまうでしょ
う。言い換えれば、いわゆる演奏家のキャリアというものは
私たちの追求する美しい芸術の結果としてついてくるものだ
ということを忘れないでください。 
若いピアニストのみなさん、是非これからも情熱と繊細さ、
そして喜びと驚きをもってピアノに向き合っていってくださ

ポーランド語 ミニ講座 

ショパン 練習曲集（ナショナル・エディショ

）

ショパン 前奏曲集、即興曲集 
（ナショナル・エディショ

リサイタル当日、 
ＣＤ販売とサイン会も

予定されています！ 

 
日本では、いつも
日本語で注文して

るんだよ！ 

ヤボちゃん
バッヂを作
りました～ 

高松 Bastien 研究会 特別号 
           ２０１4．６．１９   

ヤブウォンスキ氏によるショパンコンクール in アジア・ 

プロフェッショナル部門アジア大会表彰式でのスピーチ(抜

好きな食べ物 


